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報道機関各位 

県では、各市町村、都内の移住相談窓口等からの報告を集計し、県内の移住世帯数・移住者数

について、毎年調査を実施しています。 

令和７年度の移住世帯数・移住者数について取りまとめた結果、過去最多の 3,044 世帯・

4,033人となりましたので、下記のとおりお知らせします。 
 

※ これまで過去最多であった令和６年度の 2,700世帯・3,799人を更新し、集計開始から初め 

て 3,000世帯・4,000人を超えました。 

※ 福島県総合計画に掲げる移住者数の令和７年度目標 3,429人を達成しました。 
 
※ この数値は、市町村窓口でのアンケート等により把握できた移住世帯数・移住者数を県が 

集計したものです。アンケート等により把握できなかったものは、この数値には含まれません。 

また、集計にあたっては、転勤や進学等による一時的な転入は除いています。 

記 

１ 令和７年度 移住世帯数・移住者数 ※カッコ書きは二地域居住の内数 

方部 世帯数 人数 

県 北 515  743  

県 中 688 (3) 885 (3) 

県 南 393  504  

会 津 313 (2) 420 (3) 

南会津 58 (9) 80 (17) 

相 双 714  926  

いわき 363  475  

県全体 3,044 (14) 4,033 (23) 

（前年増減 +344世帯, +234人）※詳細は別紙を御参照ください 
 
２ 主な傾向 ※県が把握した数値に基づく傾向（不明除く） 

（１）年代別（世帯代表者（アンケート等回答者）の属性） 

４０代までの割合が約７１．５％を占める。（R6年度：約７２．５％） 

（２）前住所地 

東京、神奈川、千葉、埼玉の１都３県で、全体の約４９％を占める。（R6 年度：約５３％） 

隣県の宮城が約１２％を占める。 

（３）世帯・単身別 

世帯が約２１％、単身が約７９％を占める。（R6年度：世帯約２５％、単身約７５％） 

令和７年度移住世帯数・移住者数について 

～平成18年度の調査開始以降、過去最多の 3,044 世帯、4,033 人～ 


